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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 677 41.7 △151 ― △148 ― △104 ―

2022年3月期第2四半期 478 1.7 △124 ― △122 ― △78 ―

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期　　△89百万円 （―％） 2022年3月期第2四半期　　△74百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 △27.42 ―

2022年3月期第2四半期 △20.79 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第2四半期 1,449 1,038 71.7 272.30

2022年3月期 1,346 1,143 84.9 301.03

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 1,038百万円 2022年3月期 1,143百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00

2023年3月期 ― 0.00

2023年3月期（予想） ― 6.00 6.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,286 30.2 200 8.0 201 7.3 139 22.7 36.60

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有

　　　の会計処理の適用）をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 3,815,600 株 2022年3月期 3,797,600 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 60 株 2022年3月期 60 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 3,802,753 株 2022年3月期2Q 3,781,498 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響による厳しい状況が徐々に

改善し、景気は緩やかに持ち直している状況にあります。先行きについては、ウィズコロナの新たな段階への移行

が進み、各種政策の効果もあって、景気が持ち直していくことが期待されますが、世界的な金融引き締めなどが続

く中、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっております。また、物価上昇、供給面での制

約、金融資本市場の変動等の影響に十分注意する必要がある状況となっております。

当業界におきましては、この様な環境の中、労働環境の変化やＳＤＧｓへの取組み等を背景に、企業の効率化、

省力化への動向が続き、事業再構築やＢＣＰ（事業継続計画）の手段としてのアウトソーシングニーズは引き続き

高い状況でありました。

そこで当社グループは、経営方針にある「お客様への価値あるサービスの提供」として、顧客企業に対し給与計

算に係る人材、時間等の経営資源をより価値の高い本来業務へ転換していただくことによるコストの削減、顧客企

業の生産性向上の観点から、アウトソーシングサービスの提案を行い、あらゆる企業から管理部門のルーティンワ

ークを無くすべく、「バックヤード業務のソリューションプロバイダー」として付加価値の高いサービスの提供を

行ってまいりました。また、2022年４月30日には株式会社ビズライト・テクノロジーを連結子会社とし、DXやHRテ

ックを用いた生産性向上ニーズへの対応を強化してまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績については、売上高は677,386千円（前年同四半期比41.7％

増）、営業損失は151,674千円（前年同四半期は営業損失124,727千円）、経常損失は148,667千円（前年同四半期

は経常損失122,863千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は104,289千円（前年同四半期は親会社株主に帰属

する四半期純損失78,618千円）となりました。

当社グループはこれまでペイロール事業の単一セグメントでありましたが、株式会社ビズライト・テクノロジー

を連結子会社としたことに伴い、第１四半期連結会計期間より、「BPO事業」と「ソフトウエア・ハードウエア開

発事業」にセグメントを区分することといたしました。各セグメントの業績は以下のとおりであります。

（BPO事業）

BPO事業については、前連結会計年度に引き続き既存顧客との関係強化及び積極的な営業活動に取り組んでまい

りました。前年同四半期に比べ、給与計算処理人数及び新規顧客の導入関連売上の増加やその他のアウトソーシン

グ売上が増加し、BPO事業の売上高は619,933千円（前年同四半期比29.7％増）、営業損失は142,952千円（前年同

四半期比は営業損失124,727千円）となりました。

（ソフトウエア・ハードウエア開発事業）

ソフトウエア・ハードウエア開発事業については、株式会社ビズライト・テクノロジーの事業として受託システ

ム開発及びシステム保守が売上高の大半を占めており、ソフトウエア・ハードウエア開発事業の売上高は75,534千

円、営業損失は527千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末と比較して23,980千円減少し948,681千円

となりました。これは主に売掛金が15,358千円増加した一方で現金及び預金が65,980千円減少したことによるもの

であります。固定資産は、前連結会計年度末と比較して126,405千円増加し500,366千円となりました。これは主に

のれんが71,806千円及び繰延税金資産が59,740千円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は1,449,048千円となり、前連結会計年度末に比べ102,425千円増加いたしました。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末と比較して54,661千円増加し257,914千円

となりました。これは主にその他の流動負債が48,432千円及び未払法人税等が31,908千円減少した一方で、賞与引

当金が56,126千円及び買掛金が36,369千円増加したことによるものであります。固定負債は152,145千円となり、

前連結会計年度末に比べ151,936千円増加いたしました。これは主に株式会社ビズライト・テクノロジーの連結子

会社化に伴い長期借入金が149,188千円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は410,059千円となり、前連結会計年度末に比べ206,597千円増加いたしました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末と比較して104,172千円減少し1,038,988

千円となりました。これは主に利益剰余金が127,074千円減少したことによるものであります。この結果、自己資

本比率は71.7%（前連結会計年度末は84.9%）となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年５月10日に発表いたしました2023年３月期（2022年４月１日～2023年３月31日）通期の連結業績予想に変

更はございません。

なお、将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。また、新型コロナウイルスの当社グループ

に与える影響につきましては、当社グループの主たる事業である給与計算業務は、原則毎月継続的に顧客企業との

取引が発生することとなっており、現時点では本事象に係る取引停止等の事象は発生しておりません。更に当社、

中華人民共和国山東省青島市の連結子会社栄光信息技術（青島）有限公司及び株式会社ビズライト・テクノロジー

ともに業務運営に支障はきたしておりません。しかし、今後感染が広がることに伴い顧客企業からの情報提供が滞

った場合や当社グループ内で感染が広がった際には業務運営に支障をきたす恐れがあります。その際には、状況及

び業績に与える影響について速やかに開示する予定であります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 824,986 759,005

売掛金 111,342 126,700

製品 － 3,860

仕掛品 － 7,566

原材料 － 5,662

その他 36,354 45,907

貸倒引当金 △22 △22

流動資産合計 972,661 948,681

固定資産

有形固定資産

工具、器具及び備品（純額） 67,279 63,084

その他（純額） 12,342 12,693

有形固定資産合計 79,621 75,778

無形固定資産

ソフトウエア 221,604 206,582

のれん － 71,806

その他 － 7,797

無形固定資産合計 221,604 286,186

投資その他の資産

繰延税金資産 4,532 64,272

敷金及び保証金 42,529 36,906

その他 25,672 37,222

投資その他の資産合計 72,734 138,401

固定資産合計 373,961 500,366

資産合計 1,346,622 1,449,048

負債の部

流動負債

買掛金 17,521 53,890

未払金 19,034 19,324

未払法人税等 48,474 16,565

賞与引当金 － 56,126

１年内償還予定の社債 － 7,000

１年内返済予定の長期借入金 － 35,216

その他 118,223 69,791

流動負債合計 203,253 257,914

固定負債

長期借入金 － 149,188

繰延税金負債 209 221

その他 － 2,735

固定負債合計 209 152,145

負債合計 203,462 410,059

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 360,271 364,501

資本剰余金 195,247 199,477

利益剰余金 555,550 428,475

自己株式 △36 △36

株主資本合計 1,111,032 992,418

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 32,127 46,569

その他の包括利益累計額合計 32,127 46,569

純資産合計 1,143,160 1,038,988

負債純資産合計 1,346,622 1,449,048
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 478,046 677,386

売上原価 427,946 573,075

売上総利益 50,099 104,310

販売費及び一般管理費 174,827 255,985

営業損失（△） △124,727 △151,674

営業外収益

受取利息 262 420

受取手数料 444 760

助成金収入 445 1,557

その他 1,076 929

営業外収益合計 2,228 3,668

営業外費用

支払利息 － 577

その他 364 82

営業外費用合計 364 660

経常損失（△） △122,863 △148,667

税金等調整前四半期純損失（△） △122,863 △148,667

法人税等 △44,244 △44,377

四半期純損失（△） △78,618 △104,289

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △78,618 △104,289

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純損失（△） △78,618 △104,289

その他の包括利益

為替換算調整勘定 4,450 14,442

その他の包括利益合計 4,450 14,442

四半期包括利益 △74,167 △89,847

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △74,167 △89,847

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △122,863 △148,667

減価償却費 39,755 51,645

のれん償却額 － 6,530

賞与引当金の増減額（△は減少） 34,134 56,126

売上債権の増減額（△は増加） 20,220 1,416

営業債務の増減額（△は減少） 2,408 35,644

棚卸資産の増減額（△は増加） － △4,449

未払費用の増減額（△は減少） △16,558 △52,299

未払消費税等の増減額（△は減少） △15,306 △39,228

その他 △35,789 18,495

小計 △93,999 △74,785

法人税等の支払額 △2,358 △43,161

法人税等の還付額 6,309 3,592

その他 262 △153

営業活動によるキャッシュ・フロー △89,785 △114,507

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △40,280 △8,452

無形固定資産の取得による支出 △56,684 △25,078

敷金及び保証金の差入による支出 － △8,487

敷金及び保証金の回収による収入 9,923 16,645

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入 － 109,605

その他 － △1,797

投資活動によるキャッシュ・フロー △87,041 82,435

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 1,238 －

長期借入金の返済による支出 － △17,554

社債の償還による支出 － △7,000

配当金の支払額 △22,517 △22,705

財務活動によるキャッシュ・フロー △21,278 △47,260

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,501 13,351

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △194,603 △65,980

現金及び現金同等物の期首残高 690,230 824,986

現金及び現金同等物の四半期末残高 495,626 759,005

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用する方法によっております。

（追加情報）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定及

び会計上の見積りについて、重要な変更はありません。
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